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平成 7年度 活動計画書

（案）

日本ボーイスカウト京都第38団

カブスカウト隊

はじめに

平成7年度活動計画書の作成にあたり，平成6年9月17日（土）に

本部会議を行い，西脇隊長の就任2年目を迎えて本部体制の充実強化を

図るため，父兄リ ダーの増員が不可欠であるとの判断から福井・畑の

両氏に協力をお願いし，畑氏については副長として，福井氏については

インストラクターとしての就任内諾を得ているところである。

このことにより平成7年度は，西脇隊長と西脇副長補に加えて5名の

父兄リーダーの体制が実現し，カブ隊の活動のさらなる発展が期待でき

るものと確信している。

なお，デンリーダーについては 10月6日（木）の母の会において

正式決定となる見込みである。

また，スカウトリーダー養成の観点から現在2名（入矢次郎君・西野

誠人君）のインストラクターについても 1名の増員を行いたいと考えて

おり，これについてはシニア隊々長との協議事項としたい。

さらに，組活動の中心となるデンコーチについてもボーイ隊々長と

協議を行い，早急に人選を行いたいと考えている。

以上本部体制等についての構想を前提として，来年度の活動計画につ

いての具体的な策定作業を行い，

－活動内容がマンネリ化していないか，

・活動内容がスカウトのニーズに応えられているか

－活動内容がスカウト活動としてふさわしいものであるか

などの点に留意して個別のテーマ・内容・目標・実施場所を立案した。

例年と比較して大きく異なるのは一泊キャンプの実施時期を4月にし

たことである。このことにより， 7～8月に大きな事業が集中する事，

土曜日の授業終了後の取組であったため時間的余裕がなかった事，梅雨

明け前の天候不順な時期であった事などの困難な状況が解消できるのみ

ならず，新しい組で活動を始めて丁度等間隔で1泊そして3泊とスカウ

卜の発達段階に対応した宿泊訓練が可能になると思われる。そして，

来年度は京都連盟創立80周年にあたり，その記念行事として8月5日

から 6日にかけて連盟カブラリーが大久保駐屯地において開催されるた

め，例年8月上旬に行ってきた夏季キャンプの実施時期を7月下旬に

変更することとした。

プログラムの概要については次頁以降のとおりである。



• 12月のテーマ 「舞い上がれ僕らの希望」

内 容：凧作り

目 標．工作

実施場所． 出雲路橋西詰

実施予定日． 1月8日（日） ［半日プログラム］

活動予定： 組ごとに大型の立体凧つ、くりに挑戦
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舞い上がれ
12 I 僕らの希望ij試作 り｜工 作｜出雲路橋西詰｜ I 111 sc日）

1 I白銀は招くよ i雪中ハイク！いつお｜北山方面 2/ 5（日〕 1月のテーマ 「白銀は招くよ」

内 容．雪中ハイク

2 I都会の自然を求めて｜サイクリング｜体力作り｜御 3/ 5（日） 目

実施場所． 北山方面

標． いつも元気所

3 ICキャンプのテーマ）｜一泊キャンプ！基 4/ 1（土）
～2（日〕

実施予定日：

活動予定．

本！花背山の家

41クッキングスカウト l野外料理i準 静原傍lキャンプ場 5/ 7（日〕

5 ICカブラリーのテーマ）｜カブラリー｜友 情｜（未 定） （未定〕

自然教主主
61グリーンパワー｜ p ART I I自然保護｜植 物 園 7/ 2（日〕

71〔キャンプのテーマ）｜夏季キャンプ｜協 力｜芦 生

実施予定臼：

活動予定．

2月5日（日） [1日プログラム］

これまで数年間ノ、ィキング（歩き）を主体とした取組

を行ってきたが，来年度は雪遊び（ソリ滑り等）を主体

とした内容で実施する。当然のことながら雪のあること

が前提条件となるため，実施場所についてはあらかじめ

複数の候補地を選定し，当日の積雪状況によって決定す

る方法を検討。

81動物はともだち｜自管官官TII I動物愛護｜動 物 園

2月のテーマ 「都会の自然を求めて」

内 容．サイクリング

目 標．体力作り

実施場所： 御所

9 Iたすきをつないで｜お別れ隊集会i記 録｜鴨川周辺 110/ 1 （日〕

10 I資源を守れ｜施設見学l観 清掃工場・
察l温水プール 111/ 5（日〕

11 I目指せ救急救命士｜救急法｜安 全｜ハウス長休 112/ 3（日）

3月5日（日） [1日プログラム］

各ポイントでの課題及びゲームをおりまぜたサイクル

ラリー形式で行う。

3月のテーマ （キャンプのテーマ）

内 容．一泊キャンプ

目 標：基本

実施場所． 花背山の家
亙飽墜重蚕

苛誼
本部会議
そ¢俄

集会・会議予定
として毎月第1日曜日
会直後の木曜日 19:30～ （終了後リーダー会議〕
リとして毎月第1日耀日 20:00～ 
リとして毎月第2日曜日 19:30～ 
デンコーチ会誌組長・組次長会議，テーマ委員会，父の会［扇扉7

実施予定日：

活動予定．

4月1日（土〕～2日（日〕 [ 1i白2日］

草木染めによるTシャツ作り，天体観察，キャンドル



ファイヤーを予定。

4月のテーマ 「クッキングスカウトJ

内 容： 野外料理

目標．

実施場所ー

準備

静原キャンプ場

5月7日（日） [1日プログラム］実施予定日

活動予定 従来の野外料理ではカレーライスやシチューなど

メニューが偏りがちであったが，課題設定により各組が

アイデアを凝らし独創的な料理となるよう工夫する。

5月のテーマ （カブラリーのテーマ〕

内 容．カブラリー

目 標友情

実施場所，実施予定日，活動予定：（未定〕

6月のテーマ 「グリーンパワー」

内 容 自然教室PARTI 

目 標． 自然保護

実施場所 植物園

実施予定日 7月2日（日〕 [ 1日プログラム］

活動予定ー 植物観察

7月のテーマ 〔キャンプのテーマ〕

内 η佐aマヨr 夏季キャンプ

日 標： 協力

実施場所： 京都府美山町芦生

実施予定日 7月28日（金）～31 （月） [ 3 j白4日］

活動予定・ ハイキング，夜間ゲーム・訓練，キャンプファイヤー

葉書作り他

8月のテーマ 「動物はともだち」

内 容 自然教室PART II 

目 標： 動物愛護

実施場所： 動物園及び疎水記念館

実施予定日： 9月3日（日）

活動予定： 動物観察他

9月のテーマ

内容．

目標

実施場所．

「たすきをつないで」

お別れ隊集会

記録

鴨川周辺

[1日プログラム］

実施予定日： 1 0月1日（日） ［半日プログラム］

活動予定： 組対抗駅伝大会（もちろんただ単に走るだけではない）

• 10月のテーマ

内容

「資源を守れJ

施設見学

目 標 観察

実施場所 京都市東清掃工場及び東温水プール

実施予定日

活動予定

1 1月5日（日） [1日プログラム］

清掃工場の余熱がどのように利用されているかを学び，

資源の有効利用について考える。 （もちろん水泳も行う〕

• 11月のテーマ 「目指せ救急救命士」

内 容救急法

目 標・安全

実施場所・ ハウス長休

実施予定日， 1 2月3日（日）

活動予定．（未定）

［半日プログラム］

6月に実施予定のカブラリー（地区行事〕が来年度は京都連盟

創立80周年にあたるため例年どおり実施されるかどうか現段階

では不明である。地区カブラリーが実施されない場合は， 6月

隊集会として球技大会を行う予定。



平成 7年度 予 算

（案）
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斗Z瓦x:7 壬手三彦芝 ヌ1 つア、慢正とー予多毒正幸誓 〈ヨ革主〉

三註
Eヨ

「単イ｛r：問

事 業 名 項 目 金 額 備 考

早起き隊集会 補食費 4, 000 12/29実施予定 4 0名参加予定（野行要員合む）
カップラーメン 自100X40 

雪中ハイク 補食費 8, 000 2/ 5実施予定 4 0名参加予定（野行委員合む）
豚汁申200X40 

一泊キャンプ 交通費 24, 956 4/ 1～ 2実施予定 40名参加予定（野行委員合む〕
叡山電車〈出町柳→鞍馬） マイカー鰍1
C@350Xl6人十曲180X18人）xo. g 二 7,956 
京都パス（花背山の家→出町柳〕
@680X16人十曲340X18人＝ 17, 000 

施設使用料 20, 900 宿泊料申500X40人 20, 000 
シーツ代（野行委員叫） 申l50X6人＝ 900 

食材料費 18,000 （タ金＠300＋朝貴＠150)X40人＝ 18, 000 
プログラム軽費 22,000 Tシャ7代自500X34人z 17, 000 ＋ 出話品 5,000 
会議費他 9, 144 組長・次長会議，薬品代他 日，144

（小計） 95,000 

カブラリー 参加費他 20, 000 実施時期未定 金額は6年度並で計上

夏季キャンプ 交通費 120, 000 7/28～31実施予定 44名参加予定〔野行委員・靴飴）
J Rパス（ハウス→芦生山の家貸し切り〕
自60,000X2（餓〉＝ 120, 000 

施設使用料 195,300 宿泊料（＠1200X21人ゆ1700X10人〕X2泊ニ 84, 400 
@l, 700Xl3人X3泊＝ 66,300 
政面品目用料 @150X44人X6目ニ 39, 600 
テント設営科 @l, 000X51¥ = 5, 000 

食材料費 100, 000 6年度決算額は 93, 915円
7口Fうム量豊 20, 000 ハイキング，夜間ゲ白ム・調融，童書作り，キャンプ71イト他
会議費 10, 000 組長・次長会議他
レンタカー 30, 000 2トン積トラック 1台× 2回（ガソリン代含む〕
手土産代 6, 180 2回分
下見費用 15, 000 3～5回
間話品・薬品代 10, 000 
反省会費用 10, 200 申300X34人 10,200 
雑 費 13,320 

（小計） 530, 000 

そ の 他 進歩関係 30, 000 チャレンジ章他

〆fコ』土ヨ－ 言十
687,000 

注－ 1 この予算書に記載した事業は団育成会予算関連の事業のみで，その他の隊活動
は隊費を充当。

2 京都連盟80周年関連経費については計上せず。

陸軍



行先

施設概要

交通

使用料

申込方法

医療機関

その他

エF反支 7 壬干三1主芝 C s 3 8 芸芝弓主主ヰニャンフPT~幸艮全雪主嘗

(6. 9. 14) 

京都府芦生青少年山の家

住所： @601 06 北桑田郡美山町芦生 H:07717 7 0290 （不在の時02 3 6) 

芦生なめこ組合工場 ↑ 

木造2階建（築20年くらい） 宿泊定員60名

① 

1階…宿泊室〔和室10畳× 2)' トイレ（汲み取り式男女別），風呂（男 7～ 8名．女3～ 4名）

洗面所，自炊客用調理場（2升炊ガス釜× 4，一口ガスこんろ× 3，冷蔵庫× 1，流し× 2,

調理台× 1，その他鍋・食器等があり，すべて利用可能とのこと〕，男子脱衣室に洗濯機，

食堂（別棟で3間× 4聞の広さの洋室，机・精子約40人分があり，キャンドルファイヤーの

会場としての利用も可能），ホール（2 0人くらいまでの会議が可能）

2階…宿泊室（洋室2段ベッド8人× 3，和室10畳・ 8畳各1室）

他に・・グランド（テント 10張程度の設営が可能，野外炊事をする場合は隅につんである石を使って

かまどを作るとのこと。キャンプファイヤーも可能）

(J Rパス）ー下中ー〔美山町営パス下中線）一安掛ー（美山町営パス知井線〕一知見口

（美山町営パス佐々里線）ー出合一（美山町営パス芦生線）ー芦生 下車徒歩3分

② 京都パス 32系統終点、「広河原Jf車徒歩約4時間

③ ハウス長休から約53回，岡本号で約1時間30分［平成6年9月l2日（月）の場合］

宿 泊 料 （小・中学生） 一人一泊 1. 2 0 0円

厨房利用料

テント持込料

（高校生以上） 一人一泊

一人一食
;JF _,-;r,. 
J比 tCJ 

1. 7 0 0円

1 5 0円

1. 0 0 0円

平成7年夏休みの利用の申込みは平成7年1月3日から電話で受砂付けるとのこと。

4 5名程度の団体であれば貸切利用が可能（緊急避難などにより同宿してもらう場合があるかもしれな

いが〕であり，その場合の使用料も実際の人数分でよい。

途中にテント泊がある場合でも，他の利用客は入れない。 （降雨時の避難場所確保のため〕

テント泊の時はテント持込料のみで宿泊料を払う必要はない。

平屋診療所（車で30～4 0分，医師常駐で夜間の診察も可能）

入浴は原則として午後8時までだが，それ以後の入浴も可能。

京都市内からのルートである府道（広河原美山線）は， No_3 8 である。

く参考＞

1 下見時岡本号（パジエロ）の走行データ

（距離） 15. 4km 3. 6km 5. 8km 4. 3！四 2. 9！岨

（地点） 花背山の家→広河原→佐々里峠→佐々塁→出 合→芦生山の家→ハウス長休

（時間） 12:25 12:44 12:50 13:01 13:08 13:15-14:15 15・40
2 参考資料（別紙）

(1)芦生山の家リーフレット＜含料金表〉 (2）美山町営パス時刻表 (3）芦生山の家内部写真

3 芦生山の家管理人 ： 清水 藤太郎氏

（自宅住所）北桑田郡美山町大字芦生小字スゲ尻24 

包： 07717-7 0709 



9:00 
10:40 

11: 00 
11:05 

11: 40 
11: 45 
11 :58 

12:30 
12今37
12:52 
12:58 
13:03 

cs 3 8 平成7年度夏キャンプ下見報告書
［実施日平成6年 11月3日（木） 晴］
参加者．西脇隊長，南・山本・岡本副長

西脇隊長宅集合・出発
佐々里l峠出発（自動車組西脇・南，
＜以下は徒歩組

最初の難所を通過
読めない標識（左へ進路をとる）

徒歩組：山本・岡本）
の記録〉

（途中に道が崩れたため迂回路をとる場所有り）
小休止
出発
灰野谷出会（標識有り〕
（しばらく歩くと沢から離れて急な尾根伝いに下る道となる・－要注意〕
灰野着（トロッコ道に出る）小休止
出発（由良川源流をトロッコ遂に沿って下る快適な歩行）
進行方向右手に人家有り
京都大学芦生演習林事務所前通過
芦生山の家到着（自動車組の2人と合流）

佐々：盛時ヵf＇＜＊芦生 illの家までの所要時間人2時間2;3分ノ〔休憩時間lZ分を含む）ジ
昼食をとった後，芦生山の家管理人清水藤太郎氏と利用についてのわ合せと確認を
行い，正式の受付は平成7年1月3日以降であるが，一応仮受付してもらえたとの感
触が得られた。
その後，隣接する「芦生木工組合」に坂中伸一氏を訪ね話しを伺い，夏キャンプの
プログラムに木工教室が可能であることがわかった。
芦生木工組合． H0771 77 0538 FAX 0722日祝も営業

木端を利用したクラフト：＠400円
蒸気機関車のキット :@500円
電動糸鋸切抜きクラフト：＠ 600円

木工用ボンド
糸鋸の刃等の
消耗品代含む

芦生からの帰路10月9日にオープンした山村都市交流の森（花脊八桝町）で休憩
し（コーヒー・紅茶各30 0円），さらに花背山の家を経由して，西脇隊長宅前に
午後5時30分頃到着，後解散。

まとめ： 今回の下見の目的は，本部による施設見学と芦生山の家利用に対する
アピールとさらに，佐々里峠からの入所ハイキングコースの実地踏査を兼ね
たものであった。しかし，入所ハイキングコースについては前日の降雨に
より状態が良くなかったとはいえ，副長2名による歩行で2時間以上を要し，
しかも途中難所が数箇所（固定ザイルの必要な箇所10箇所くらいか）有り，
カプ隊の歩行プログラムのコースとしては適当とは言えず，入所ハイキング
実施の有無及びコースについては検討する必要があると恩われる。


